
　私の医師としての区分は家庭医でありリハビリテーション医ですが、より正確に自分を表現すると、地域医療医だと思います。自宅退院は、その人らしい生活と、人生
を取り戻す最初のステップです。

シンポジスト　大西康史先生 からのメッセージ「誰もが自宅へ帰られる地域を目指して」～地域医療医の立場から～

　新潟県弁護士会所属。退院支援に際し、成年後見制度や契約行為など医療・介護・福祉職と法律の専門家である弁護士さんたちが協働する場面は、今後ますます増える
ことでしょう。法律とナラティブついて現場からのご意見をいただく予定です。

シンポジスト　高橋直己先生

特別講演　斎藤清二先生 からのメッセージ
　現代の医療において、多職種協働の必要性に異議を唱えるものは少ないと思われるが、現場において常にスムーズな連携が行われるとは限らない。特に医療における医療

者―患者および複数の専門職間の良好な関係性構築のために、医療者には「患者の病いの語りや同僚が体験していることがらについての語りを傾聴し、理解し、解釈すること」
ができ、「患者の病いの語りについての医療者の物語や、医療者自身の物語を適切に表現すること」ができ、それを通じて「医療者と患者、医療者同士の適切な関係性（＝癒
やしの共同体）に参入すること」ができる能力が必要とされる。このような能力をリタ・シャロンは「narrative competence= 物語能力」と呼んでいる。
　本講演では、このような医療者にとっての基本的な物語能力を育てる教育法についても紹介したい。

シンポジスト　野本優二先生 からのメッセージ「頭のねじが飛んだ退院支援」
　今死のうとしている患者の家族に、「この人は家で死ぬはずだったんだ」と絞り出すような声で言われたとき、私の選択は、何としてでも生きている状態で患者を自宅に
届けることだった。それは、頭のねじが飛び、自分自身のナラティブコンピタンスを感じた瞬間だった。

演 者 の 紹 介
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「退院支援とナラティブ」

立命館大学総合心理学部
特別招聘教授

特別講演

「医療における
多職種協働と物語能力」

新潟市民病院
医師 野本優二先生

南魚沼市民病院
医師 大西康史先生

　　
しなのがわ総合法律事務所
弁護士 高橋直己先生

シンポジスト

〈日時〉

2018 年 5 月 26 日（土曜）
11 時開場 /11 時 45 分開会

16 時閉会
〈場所〉

新潟日報メディアシップ
2 階　日報ホール

退院支援研究会事務局
木戸病院地域連携室
FAX(025）273-8377

斎藤清二 先生

後援：新潟市医師会　新潟県看護協会　新潟県医療ソーシャルワーカー協会　新潟県理学療法士会　新潟県作業療法士会　新潟県言語聴覚士会
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